
熊
本
県
日
中
協
会
は
３
月
５

日
（
金
）
午
後
２
時
半
か
ら
、

「
熊
本
県
留
学
生
日
本
語
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰
式
を
行

い
ま
し
た
。
熊
本
市
国
際
交
流

会
館
で
の
式
に
は
、
入
賞
者
や

学
校
関
係
者
ら
約
40
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
コ
ロ
ナ

禍
で
年
間
行
事
が
大
幅
に
制
限

さ
れ
る
中
、
在
熊
の
留
学
生
を

激
励
す
る
た
め
に
実
施
し
た
も

の
で
す
。

表
彰
式
で
は
司
会
担
当
の
鬼

海
洋
一
理
事
の
開
会
の
辞
、
小

野
友
道
会
長
の
主
催
者
挨
拶
、

審
査
員
紹
介
に
続
い
て
表
彰
を

行
い
、
入
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
に

賞
状
と
副
賞
を
贈
り
ま
し
た
。

副
賞
は
最
優
秀
賞
が
賞
金
３

万
円
、
優
秀
賞
と
熊
本
県
日
中

協
会
賞
が
賞
金
１
万
円
。
少
し

で
も
留
学
生
活
の
足
し
に
な
る

よ
う
に
と
佳
作
賞
は
商
品
カ
ー

ド
３
千
円
分
、
努
力
賞
は
商
品

カ
ー
ド
２
千
円
分
と
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
の
感
染
予
防
対
策
の

た
め
、
マ
ス
ク
着
用
と
手
指
消

毒
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
窓
や

出
入
口
の
ド
ア
を
開
け
放
ち
、

換
気
に
も
注
意
を
払
っ
て
実
施
。

人
数
制
限
の
た
め
、
関
係
者
の

み
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、

各
学
校
の
留
学
生
担
当
者
や
協

会
関
係
者
で
盛
大
な
拍
手
を
送

り
ま
し
た
。

表
彰
後
、
審
査
員
を
代
表
し

て
西
川
盛
雄
熊
本
大
学
名
誉
教

授
が
講
評
を
述
べ
、
受
賞
者
を

代
表
し
て
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
ビ
ー
ケ
イ
ビ
ク
ラ
ム
さ
ん
が

挨
拶
。
最
後
に
記
念
撮
影
を
行

い
ま
し
た
。

留
学
生
の
コ
ン
ク
ー
ル
応
募

の
動
機
は
、
「
留
学
生
活
の
思

い
出
に
な
る
」
、
「
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
い
」
、
「
自
分
の
気
持

ち
を
伝
え
た
か
っ
た
」
な
ど
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。

入
賞
の
感
想
と
し
て
は
、
受

賞
で
き
て
大
き
な
励
み
に
な
っ

た
（
王
賽
さ
ん
）
、
受
賞
を
き
っ

か
け
に
日
本
語
の
勉
強
を
さ
ら

に
励
み
た
い
（
李
天
然
さ
ん
）
、

他
の
留
学
生
の
作
文
を
読
ん
で

コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
頑
張
っ
て
い

る
姿
が
見
え
た
（
欧
静
寧
さ
ん
）

な
ど
。
入
選
さ
れ
な
か
っ
た
方

か
ら
も
、
機
会
が
あ
れ
ば
ま
た

挑
戦
し
た
い
と
の
コ
メ
ン
ト
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

令和３年４月５日
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最
優
秀
賞
の
ビ
ー
ケ
イ
ビ
ク
ラ
ム
さ
ん
。

と
て
も
緊
張
し
な
が
ら
も
、
受
賞
者
を

代
表
し
て
挨
拶
し
て
く
れ
ま
し
た

表彰式後は笑顔で記念撮影。この時
だけはマスクを外して行いました

小
野
会
長
（
右
）
か
ら
賞
状

を
受
け
取
る
王
賽
さ
ん

ア
ハ
メ
ド
フ
ァ
イ
サ
ル
さ
ん
は

お
国
（
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
）
の

衣
装
で
参
加
。
お
祈
り
す
る
と

き
に
着
る
服
だ
そ
う
で
す



熊
本
県
留
学
生
日
本
語
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

も
行
う
こ
と
が
で
き
る
、
留
学

生
を
励
ま
す
事
業
と
し
て
初
め

て
実
施
し
ま
し
た
。

熊
本
県
日
中
協
会
で
は
、
毎

年
、
中
国
人
留
学
生
を
招
待
し

て
の
春
節
祝
賀
会
や
日
中
の
学

生
の
交
流
会
な
ど
の
事
業
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
令
和
２
年
度

は
何
も
か
も
が
中
止
。
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
な
ら
ば
書
類
や
メ
ー

ル
の
や
り
取
り
で
行
え
ま
す
。

当
協
会
は
、
普
段
は
中
国
と

の
交
流
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
コ
ロ
ナ
で
大
変
な
思
い
を

し
て
い
る
の
は
ど
の
国
の
留
学

生
も
同
じ
と
し
て
、
募
集
対
象

を
全
て
の
国
か
ら
の
留
学
生
と

し
た
と
こ
ろ
、
中
国
、
韓
国
、

ネ
パ
ー
ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
ベ
ト
ナ
ム

と
多
く
の
国
の
留
学
生
か
ら
作

品
が
集
ま
り
ま
し
た
。

協
会
担
当
理
事
に
よ
る
予
備

審
査
を
通
過
し
た
作
品
を
最
終

審
査
員
が
審
査
。
素
晴
ら
し
い

作
品
が
多
く
、
選
考
に
は
審
査

員
も
悩
ま
れ
ま
し
た
が
、
文
法

や
文
章
の
構
成
だ
け
で
は
な
く
、

日
本
語
表
現
の
妥
当
性
も
考
慮

さ
れ
、
最
優
秀
賞
１
名
、
優
秀

賞
３
名
、
佳
作
賞
13
名
、
努
力

賞
５
名
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

「
言
語
能
力
」
と
は
、
音
声

や
文
字
を
発
す
る
こ
と
が
出
来

る
能
力
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の

表
現
が
文
法
や
敬
語
な
ど
の
社

会
的
な
約
束
な
ど
と
の
関
係
で

妥
当
性
が
あ
る
か
ど
う
か
を
自

分
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
の
出

来
る
能
力
の
こ
と
で
す
。
今
後

の
皆
さ
ん
の
日
本
語
能
力
の
向

上
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

令和３年４月５日

2

ビ
ー
ケ
イ
・
ビ
ク
ラ
ム
さ
ん

（
20
）
ネ
パ
ー
ル=

九
州
測
量

専
門
学
校
日
本
語
科

作
文
は
２
週
間
ほ
ど
か
け

て
書
き
ま
し
た
。
留
学
し
て

思
う
こ
と
を
ま
と
め
る
こ
と

は
日
本
語
の
勉
強
に
な
る
と

思
っ
て
応
募
し
ま
し
た
。
日

本
に
来
る
動
機
や
来
日
し
て

か
ら
の
い
ろ
い
ろ
な
経
験
。

楽
し
い
こ
と
や
文
化
の
違
い

で
び
っ
く
り
し
た
こ
と
、
未

来
の
夢
も
記
し
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
ア
ル
バ
イ
ト
が
減

り
生
活
に
困
っ
た
中
で
、
周

囲
に
助
け
て
も
ら
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

作
文
の
仕
上
げ
は
日
本
語

の
先
生
に
聞
い
て
完
成
し
ま

し
た
。
思
い
が
け
な
い
受
賞

に
驚
い
て
い
ま
す
。

出
身
は
ネ
パ
ー
ル
の
セ
ン

ジ
ャ
県
。
日
本
語
は
来
日
前
、

半
年
間
勉
強
し
ま
し
た
。
来

日
し
て
１
年
半
に
な
り
ま
す
。

あ
と
３
年
ぐ
ら
い
測
量
や
土

木
建
築
を
学
ん
で
、
10

年
ぐ

ら
い
日
本
で
働
き
た
い
で
す
。

日
本
は
自
然
災
害
が
多
い

国
で
す
が
、
そ
の
度
に
多
く

の
技
術
者
の
力
で
復
旧
復
興

し

発

展

し

て

き

ま

し

た

。

（
中
国
と
イ
ン
ド
に
挟
ま
れ

山
に
囲
ま
れ
た
）
ネ
パ
ー
ル

も
災
害
が
多
い
国
な
の
で
、

帰
国
し
た
ら
そ
の
技
術
や
ノ

ウ
ハ
ウ
を
国
の
発
展
の
た
め

に
生
か
し
た
い
で
す
。

初
め
は
留
学
生
の
皆
さ
ん
が

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
関
心
を
持
っ

て
く
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と

心
配
し
て
い
た
が
、
留
学
生
活

や
国
際
的
な
視
点
な
ど
が
書
か

れ
た
、
多
く
の
作
品
が
集
ま
り

ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
文
章
の
力
量
に
感

銘
を
受
け
、
真
摯
な
留
学
生
活

が
目
に
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
中

で
、
留
学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
私

た
ち
が
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
に
打
ち
勝
ち
、
皆
さ

ん
と
交
流
で
き
る
日
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

主催者挨拶をする小野友道会長

入
賞
者
の
皆
さ
ん
を
前
に
、

熱
心
に
応
募
作
品
の
講
評
を

語
る
西
川
盛
雄
先
生

最
終
審
査
員
の
西
川
盛
雄
先
生

（
左
）
と
吉
村
隆
之
先
生



作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作

品
23
編
を
収
め
た
作
品
集
を
３

５
０
部
作
成
し
、
入
賞
者
や
協

会
員
、
関
係
者
ら
に
配
布
し
ま

し
た
。

応
募
し
て
く
れ
た
留
学
生
の

良
い
思
い
出
の
品
に
な
り
、
ま

た
留
学
生
の
現
状
や
思
い
を
皆

様
に
広
く
知
ら
し
め
る
良
い
機

会
に
な
る
と
作
成
し
ま
し
た
。

冊
子
に
は
、
蒲
島
郁
夫
熊
本

県
知
事
と
大
西
一
史
熊
本
市
長

に
祝
辞
を
ご
寄
稿
い
た
だ
き
、

審
査
員
の
講
評
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。
掲
載
の
作
品
は
、
応
募

時
の
原
文
の
ま
ま
。
多
少
の
日

本
語
の
言
い
回
し
の
間
違
い
も
、

返
っ
て
一
生
懸
命
文
章
を
作
っ

て
く
れ
た
留
学
生
の
姿
が
目
に

浮
か
ん
で
き
ま
す
。
外
国
の
方

の
文
章
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
表

現
力
の
高
い
作
品
や
、
ま
る
で

小
説
の
よ
う
な
物
も
あ
り
、
読

み
応
え
た
っ
ぷ
り
で
す
。
会
員

の
皆
様
方
に
は
既
に
ご
送
付
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
一

読
く
だ
さ
い
。

事
務
局
に
予
部
が
ま
だ
少
し

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
友
人
に
勧

め
た
い
な
ど
、
ご
希
望
の
方
は

協
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

協
会
事
務
局3

5
6
-
4
8
4
7

コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
す
る
に

あ
た
り
、
会
員
や
関
係
者
に
広

く
賛
助
金
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、

多
く
の
方
か
ら
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
ま
し
た
。
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
協
力
者
は
次
の
方
々
で
す
。

熊
本
大
学
、
熊
本
医
療
ガ
ス
株

式
会
社
、
熊
本
華
僑
華
人
総
会
、

Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
、
社
会
医
療

法
人
寿
量
会
、
創
価
学
会
、
崇

城
大
学
、
東
ア
ジ
ア
友
好
熊
本

県
議
会
議
員
連
盟
、
医
療
法
人

伊
東
会
、
武
藤
眼
科
・
大
久
保

内
科
、
株
式
会
社
あ
ん
し
んC

o
.
,
L
t
d
.

、
社
会
医
療
法
人

稲
穂
会
、
株
式
会
社
エ
ン
タ
ー

プ
ラ
イ
ズ
暖
、
お
ぜ
き
こ
ど
も

園
、
小
野
友
道
、
柏
木
明
、
河

野
文
夫
、
河
村
邦
比
児
、
株
式

会
社
木
村
、
税
理
士
法
人
近
代

経
営
、
株
式
会
社
熊
本
放
送
、

熊
本
学
園
大
学
、
熊
本
県
私
立

中
学
校
高
等
学
校
協
会
、
熊
本

県
歯
科
医
師
会
、
熊
本
市
議
会
、

熊
本
旅
行
株
式
会
社
、
光
進
商

事
株
式
会
社
、
後
藤
大
次
郎

（
ホ
テ
ル
セ
キ
ア
）
、
小
山
和

作
、
佐
藤
義
興
、
社
会
福
祉
法

人
慈
永
会
、
尚
絅
学
園
、
株
式

会
社
杉
養
蜂
園
、
田
尻
善
裕
、

立
山
由
生
、
東
海
大
学
九
州
キ
ャ

ン
パ
ス
、
野
田
毅
、
林
康
治
、

二
子
石
信
介
、
三
角
海
運
株
式

会
社
、
未
来
税
務
会
計
事
務
所
、

北
里
敏
明
、
熊
本
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ

ス
ル
、
熊
本
バ
レ
エ
研
究
所
、

小
早
川
稔
子
、
佐
藤
征
紀
、
重

光
産
業
株
式
会
社
、
小
杉
直
、

松
本
崇
希

熊
本
県
観
光
連
盟
、
徐
秋
美

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

令和３年４月５日
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入賞者一覧（敬称略）

最優秀賞１名

ビーケイ ビクラム 九州測量専門学校日本語科 (ネパール)

優秀賞３名

アハメド ファイサル 崇城大学情報学部 (バングラデシュ)

王 賽 熊本学園大学大学院商学研究科 (広西壮族自治区)

バルトラ プラベス 専門学校湖東カレッジ日本語科 (ネパール)

熊本県日中協会賞１名

邱 于娜 熊本大学文学部 (広東省)

佳作賞１３名

欧 静寧 熊本大学大学院自然科学教育部 (福建省)

王 政凱 熊本ＹＭＣＡ学院日本語科 (台湾)

郭 天晴 熊本大学大学院社会文化科学教育部 (江蘇省)

何 慕 熊本大学大学院保健教育部 (安徽省)

カン ソユン 熊本ＹＭＣＡ学院日本語科 (韓国)

シャルマ ゴパル 崇城大学大学院工学研究科 (ネパール)

ジョン ヘチャン 熊本ＹＭＣＡ学院日本語科 (韓国)

宋 家宝 熊本大学工学部情報電気工学科 (河南省)

タジプリヤ ラミタ 専門学校湖東カレッジ日本語科 (ネパール)

張 博文 熊本大学大学院社会文化科学教育部 (山東省)

陳 碧然 熊本大学大学院社会文化科学教育部 (河北省)

李 筱璇 熊本ＹＭＣＡ学院日本語科 (遼寧省)

劉 若正 熊本ＹＭＣＡ学院日本語科 (四川省)

努力賞5名

アルビ スルヤ サトリヤ リドワン

熊本大学大学院自然科学教育部 (インドネシア)

汪 翔 熊本ＹＭＣＡ学院日本語科 (安徽省)

王 晟旭 熊本県立大学日本文学部 (河北省)

薛 富肇 熊本大学大学院社会文化科学教育部 (福建省)

李 天然 熊本大学大院社会文化科学教育部 (雲南省)

《最終審査員》

審査委員長 小野友道（熊本県日中協会会長）

審査員 西川盛雄（熊本大学名誉教授）

審査員 吉村隆之（くまもと漱石倶楽部会長）



熊
本
県
内
の
中
国
帰
国
者
家

族
最
高
齢
の
張
宝
復
さ
ん
が
２

月
14
日
、
満
百
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
、
熊
本
県
中
国
残
留
孤
児

等
対
策
協
議
会
（
中
対
協
）
か

ら
金
メ
ダ
ル
と
折
り
紙
で
作
っ

た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
か
ご
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

メ
ダ
ル
に
は
中
国
語
で
「
百

才
お
め
で
と
う
」
と
刻
印
、
花

は
中
国
帰
国
者
の
皆
さ
ん
の
手

作
り
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
直
接

お
渡
し
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
た
め
、
長
女
の
張
秀
雲
さ
ん

に
届
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

張
宝
復
さ
ん
は
遼
寧
省
瀋
陽

市
生
ま
れ
、
中
国
で
残
留
邦
人

で
あ
る
吉
永
六
枝
（
故
人
）
さ

ん
と
結
婚
、
６
人
の
子
供
に
恵

ま
れ
ま
し
た
。

１
９
７
２
年
の
日
中
国
交
正

常
化
後
、
残
留
邦
人
の
帰
国
事

業
が
始
ま
り
、
吉
永
さ
ん
が
息

子
２
人
を
連
れ
て
先
に
日
本
へ

帰
国
、
張
さ
ん
は
中
国
で
定
年

を
迎
え
た
１
９
８
３
年
に
来
日

し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
他
の
子
ど
も
世
帯

も
来
日
し
、
現
在
孫
は
10
人
、

ひ
孫
は
12
人
。
全
員
熊
本
に
住

ん
で
い
ま
す
。

「
日
本
語
も
わ
か
ら
な
い
し
、

初
め
は
大
変
だ
っ
た
け
れ
ど
今

は
幸
せ
。
日
本
は
医
療
機
関
が

充
実
し
て
い
て
病
院
は
親
切
だ
。

日
本
に
い
な
か
っ
た
ら
百
歳
ま

で
生
き
ら
れ
な
か
っ
た
か
も
」

と
張
宝
復
さ
ん
。

ど
う
ぞ
い
つ
ま
で
も
お
元
気

で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

南
京
市
中
医
医
院
の
丁
曙
晴

副
教
授
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
た
ク
ラ
ウ
ド
医
院
を

立
ち
上
げ
、
医
療
法
人
高
野
会

の
高
野
正
博
会
長
（
熊
本
県
日

中
協
会
理
事
）
も
参
画
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
ク
ラ
ウ
ド
医
院
は
、
世

界
の
関
連
す
る
分
野
の
様
々
な

専
門
家
と
患
者
、
医
学
生
な
ど

が
ネ
ッ
ト
上
で
つ
な
が
り
、
総

合
的
に
診
断
や
治
療
方
針
な
ど

を
思
考
し
実
践
し
て
い
こ
う
と

い
う
取
り
組
み
で
す
。

丁
曙
晴
氏
は
現
在
ア
メ
リ
カ

在
住
、
世
界
で
も
有
名
な
大
腸

肛
門
機
能
専
門
医
で
、
南
京
市

中
医
医
院
と
古
く
か
ら
医
療
交

流
を
行
っ
て
い
る
高
野
先
生
と

は
旧
知
の
仲
。
コ
ロ
ナ
禍
で
医

療
の
世
界
で
も
ネ
ッ
ト
の
活
用

が
推
進
さ
れ
、
国
際
的
医
療
相

談
な
ど
も
始
め
る
予
定
で
す
。

令和３年４月５日
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縁
あ
っ
て
こ
の
度
、
県
日
中

協
会
の
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
▼
昨
年
３

月
に
熊
本
日
日
新
聞
社
を
定
年

退
職
し
引
き
続
き
専
門
委
員
と

し
て
仕
事
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

果
た
し
て
ど
れ
だ
け
力
に
な
れ

る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
前
任

の
小
串
先
輩
や
事
務
局
の
青
木

さ
ん
に
助
け
て
も
ら
い
な
が
ら

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
▼
新

聞
社
時
代
は
編
集
局
が
長
く
、

社
会
部
や
政
経
部
の
取
材
、
編

集
本
部
で
新
聞
づ
く
り
に
携
わ

り
ま
し
た
。
御
船
支
局
や
玉
名

総
局
で
は
「
恐
竜
」
「
ラ
ー
メ

ン
」
に
よ
る
ま
ち
お
こ
し
に
あ

た
り
、
後
年
は
秘
書
室
や
デ
ジ

タ
ル
部
門
に
身
を
置
き
ま
し
た
。

と
に
か
く
体
を
動
か
す
の
は
好

き
で
、
何
で
も
好
奇
心
は
旺
盛

な
方
で
す
▼
つ
た
な
い
新
聞
記

者
の
経
験
か
ら
す
る
と
、
「
ど

ん
な
難
題
も
そ
こ
で
も
が
い
て

に
い
れ
ば
何
と
か
な
る
」
と
い

う
の
が
信
条
で
す
。
こ
れ
を
機

に
先
ず
は
ラ
ジ
オ
講
座
の
テ
キ

ス
ト
買
っ
て
勉
強
を
始
め
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
機
関
紙
編
集
委
員木

村
圭
一
郎)

編
集
後
記

メダルをプレゼントされ て満面 の笑み を
浮かべる張宝復さん

熊
本
県
日
中
協
会
は
中
対
協
か

ら
業
務
委
託
を
受
け
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
中
国

帰
国
者
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

自
宅
（
熊
本
市
営
住
宅
）
で

誕
生
日
の
お
祝
い
に
駆
け
つ

け

た
長
女
の
張
秀
雲
さ
ん

（
右
）
、
孫
の
白
坂
晶
子
さ

ん
（
左
）
と
パ
チ
リ

丁曙晴先生

丁
曙
晴
先
生
企
画
の
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
の
説
明
資
料
か
ら

当
協
会
の
訪
中
団
（2

0
1
1

）

で
も
南
京
市
中
医
医
院
の
皆

さ
ん
と
交
流
。
前
列
右
か
ら

２
番
目
が
高
野
正
博
先
生


